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日本医労連青年協議会

は、2007 年 10 月 27～28

日、神戸・シーパル須磨に

て、第 31 回青年代表者会

議を開催しました。代表者

会議には、5 つの全国組合

と 31 県医労連の代表者な

ど 93 名が参加しました。 

今回で青年協役員を退

任となった全厚労選出の

中野綾さん（大分厚生連労

組）が、青年協ニュースの

原稿担当として、メールを送ってくれました。本当は 11 月 1 日に送付したハズなのですが、アドレス間

違いで届かず、今回の紹介となりました。青年協ブログの方もぜひ、参照してください。 

医労連青年協ブログ→http://irouren.cocolog-nifty.com/ 

「みんなに会えるから…」仲間の大切さ、しみじみ！ 
 10月27日から28日、神戸にて日本医労連の第31回青年代表者会議が開催されました。 

私事ながら、3年間勤めてきた青年委員の卒業式です。 

「走馬灯のように」と、よく言いますが、いろんな出来事が頭をよぎって、泣けてきました。 

何もわからない私に、みんなが優しく接してくれたコト。会議で発言できなくて、泣いたコト。飲み

すぎて、みんなに介抱してもらったコト・・・ 

神戸へ向かう新幹線の中でも、「ああ、最後か・・・」って、ため息の連続。 

青年委員になった当初は、誰一人顔見知りの人もいなくてドキドキしてて・・・みんな大人で賢くて、

「うわぁ、異空間。とんでもないトコにきてしまった！どげぇしょう？」 

と感じたのを鮮明に覚えています。 

会議を重ね、みんなと会話をもつようになって、アクトや交流会などで、みんなに会えるのが楽しみ

になってきた自分がいました。 

以前「何で青年委員をしよんの？」と聞かれたことがあります。迷わず「みんなに会えるから」と答

えました。 

恒例の集合写真、楽しく青年部活動を広げたい 

第 31 回 
青年代表者
会議開く 



いろんな人に会って、話して、行動して、飲んで、

暴れて・・・この 3 年で、いろんなコトを吸収でき

たのではないかと思います。 

何も出来ないまま、任期を終えますが、みんなにも

らった笑顔とパワーを糧にぼちぼちやっていきます。 

あぁ、全然青代の記事じゃないなぁ・・・ 

・・・今回の青代では「自ら」を打ち出した企画で

した。 

学習会も青年委員が自発的に行ったものとなりま

した。 

「自ら」・「行動する」ことの大切さ・必要性を感じ

ました。 

声をあげなければ、誰もわかってくれない。声を

あげ、仲間を作り、みんなで行動することで何かが

変わるはず。 

そう思います。 

一人じゃ着れないセーラー服も、みんなと一緒だ

から恥ずかしげもなく着れたしな・・・ 

高校卒業して以来だから、何年ぶりか・・・みん

なには見苦しかったかもですが、「初心」に戻り頑張

れるきっかけになったかも？ 

・・・青年委員として過ごした3年間は、あっと

いう間だったけど、ホント楽しかった～。

よい思い出となりました。 

ありがとうを何度いっても足りないぐ

らいです☆みんな、ホントにありがとぉ

～！！ （中野 綾：前青年委員・ 
全厚労大分厚生連労組） 

 
 

日本医労連青年協議会・０７年度役員体制

議 長    新喜倫生（東海北陸・石川）前事務局次長 

 副議長    南知恵美（全日赤・京二）前青年委員 

〃     五十嵐建一（健保本部）再 

  〃     油石博敬（北海道）再 

 事務局長   吉田直弘（担当中執・埼玉）再 

 事務局次長  小玉高弘（全医労本部）前青年委員 

  〃     久能義隆（公共労）前青年委員 

  〃     松尾 晃（本部書記局）再 

 青年委員   中村 優（全厚労・大分厚生連労組）新 

〃     小松征史（全労災本部）新 

  〃     益田 愛（国共病組・千早）再 

〃     佐藤陽子（東北・宮城）新 

  〃     櫛谷由紀枝（関東甲信越・群馬）新 

  〃     石立真哉（関西・兵庫）再 

  〃     赤堀琢也（中国・鳥取）新 

  〃     川田清美（四国・香川）再 

  〃     現在、熊本県にて調整中（九州） 

10月28日現在、16名 

特別中央委員  新喜倫生 

特別代議員   新喜倫生  南知恵美 

青春時代に戻った青年委員たち（一番右が中野さん） 

カベ新聞を前に１年間の活動報告を行う岡山の青年 

浜村議長おつかれさまでした


